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からの都市計画・まちづくりはどう変わりゆく
のか

蹄 日 2023年 1月 26日

随 公明党

¥87009

但し セミナィ参加董

1注文ロ 2923年二月24日

注文番号 19620482

主催者 日本都市計画学会 (日本都市計画学会)、

イベント名 第46回都市計画ヤミナーに れからめ都市計画 ,まちt、    ヴくりはどう変わりゆくのか t
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【1日 目・2日目】オンライン開催 :Z00Mウ ェビナーによる日ve配信

【3日 目】現地開催 :3X3とab Future[東京都千代田区大手町1(定員 40名、先着順)
オンライン開催 :Z00Mウ ェビナーによる日ve配信

※接続方法などにつきましてはお申込み頂いた方に別途お伝えいたします。

※オンデマンド配信を致します。当日、ご都合により参加頂けない場合でも、後日視聴が可能です。

ただし、ご利用には事前参加申し込みが必要です。

原則、Peattxサイトからのお申し込み。参加費のお支払しヽをお願い致します。

請求書払いを希望される方は、下記 URL内の参加申込フォームまたはお申込み用紙よりお申込み下さい。

https7/卿,cp晰.orJprcom/proi/546.html

,聾瑶酵叡華響会鼻:5,000円 逸銀肇≧さ」顕91ユ 学生:1,009円
【1日参加券】 会員 :2ァ000円 非会員 :3′000円
☆ 3日 目を現地にて参加される場合は、キ2,000円を会場にて徴収致します。

※学生の 1日参加の料金設定はございません。3日間共通券を否購入下さい。

法人日本部市計画学会都市計団範ミナ
ー係】

申込方法

参 加 費 ■ ■

■

Tei /E―ma門 .seminar46@cp可 .OrJp
Peat様 サイト



第1日目1/24[火]コ ロナ禍が都市。まちづくりに残したもの

14■40‐15:05

1300‐13S西髪盟囲
13105‐ 1335躍調閣翻瓢 ヨロナ禍を経た都市。まちづくりを考える視点

慶井悠 (東京大学教授)

コー■郵司400遍ヨ■隠瓢 気録変動瞳応の観点から考えるこ―れう`らの感染症対策と都市計画
山崎濁也 (東京大学特任研究員)

η申開▼14:30掘ヨ■隠封 新型コ白ナゥイルスとこ対する各国の都市政策
.富
森剛 (OECD働 力開発機構)Senior POhcy Analyst)

神戸市 w■h当ロナ対応戦略と用途地域の見直し

小島洋― (神戸市都市局!副局長)

15:05… 15:30確認醍麗ヨつくばスーパエサイエンスンティ線
中山秀之 (つくば市政策イノベーション部スマエトンティ戦略謝

1&4・ 0‐lao5躍罰閣麗瓢上野・揚島ガイトウスタンド&テラス

16:05,16:30

道明葵―郎 (弛定端仲町商店街会長)・ 永野真義 (東京大学助数 )

COVID‐ 19下におけるニューヨークの公共空間利用

島田智里 (二早一ヨ
エク市公園局都市計画&G暦 スペシャリスト)

13Ю O…1330選銅閉霊瓢ポストコロナの郊外政策はいかにあるべきか

13:30… 14,00

藤井健 (首都高速道路 (株)'代表取締役専務執行役員)

新たなライフスタイル・ワークスタイルとこれからの都市箇

横張真 (東京大学教授)

1410‐14:35躯 立地シミュレエションの3次元可視化ι亭よるコンパクトンテイの推進

14:35‐ 15:00

15t10■ 535彊罰麗麗ヨ モバィル空間統計からみる都市現状と今後のあり方
加藤美奈 ((株)ドコモ・インサイトマーケティンの

15,5‐ 16刊0歴罰醍睡里―姫路市のウォーカブルな富ちづくり
有方聡 (姫路市市局まちづくり部都市計画課)

16:00,1&2S隈罰醍屁雲 Fだれ寺が歩いて楽tめるまち」の実現に向けた取組み
・山下雄史 (熊本市建設局都市政策部市街地整備課)

iま00「1330霞誦駆熙里 今後の蔀市政策あ芳尚柱―
天河宏文 (国土交通省都市局長)

1■36-14■0躍雪語覇霊これからの部1計画の課題と展望         i
森本章倫 (早稲田大学教授・日本都市計画学会会長)

14:15-16:20

石井良治 ((―財)計量計画研究所 ITマネージャー)
エキマチー体のデータ駆動型マネブメントに向けた大規模誘導・理難ンミュレーション

大西伊織 ((株)東日本旅審鉄道/(―社)高輪ゲー「トウェイェリアマネジメント)

これからの都市 ,まちづくりの行方、今なすべきこと

天河宏文 (国土交通省都市局長)     .
小島洋― (神戸市都市局副局長)

中嶋美年子 (大丸有エウアマネジメント協会)

廣井悠 (東京大学教授)

森本章倫 (早稲田大学教授。日本部市計画学会会長)★コーディネニター

事例報告

事例報告

第2日目2/ 2[木]頭在化する課題・加速する取組み

基調講演

事例報告

第3日目2/10[金 1 都市・まちづくりの行方―今をすべきこと

バネルディスカッション

卜やむを得ない事由は り、内容・講師等ぶ変更になる場合がず じ立
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げ女T/

研修口研究B会議費 買小計 /戸瘍ノ占 備考

領  収 !書

わ|< 廉 様

¥2,000T

但し、令和4年度 河ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

T年 び 月 二 日  上記の金額、正に領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する

会 長 中村 昌
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

研修・研究・会議費 買小計 /〉圧励ρ円 備考

ザクラ2

領

梁ア

収   証
No。 1502

gfわやをみ伐久9月乾
殿

但帝%lfa捧管うx粥後たニォゑ務し、え逓れと鉢第拝婚」
上記金額正に領収いたしました

2022年  7月 ユ/日

セミナ
「 ち
ゃ,資 として

T102-0093 2-3‐ 10
ライオンズ平河町TEL03(3234)1231

鉛地域 会
雄美

金 額
げ
キ
ー / ケθ ∂ ∂

※ 領収書は重ねて貼付しない。      |
※ 領収書が枠からはみ出す場合は別紙に貼る。
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覧垣誕葉を
円
人・情報交流'でデザインする【電子自治体推進パートナーズ】第12期戦略セミナーのご案内 ■■■■

【第4回 (通算112回 )】 2022年 9月 27日 (火)10:00～ 16:50

-DX時代の自治体情報政策一法制度―元化への対応

新・個人情報保護法施行と

1自治体bXの推進■標準rヒ・共通rとと目治体経営
～
自治体DXの日―標一共創型サービス(情報システム標準化:共通化、業務改革t技術革新に向けて～

タルによる行政のリデザイン

o:oO八47:00

のD

1
「
1 1‐日(水 )

X 推|―菖
i共通化と日―治体経営 自治体条例の見直し

Eデータ共有の
'自

治体1経営一Hack My TsuК uゅaの挑戦
■京都府の業務共同化と情報システム標準化・共通化の成果

□自治体経営のマキシマム管理とDX・業務改革の調和
国藤沢市のDX推進計画策定手法と計画的実行の推進

時 語 義 内 容

10:00

11:10

!

1.データ共有による市民主然の自治体経営
(1)今、なぜ、データによる自治体経営なのか?
(2)自 動販売機型から共創型の公共サービスヘ

(3)Hack My Tsukubaの 取り組み

筑波大学システム情報系社会工学域教授
(4)デ ータによる「共創の型」 川島 宏― 氏
(5)目 的・データ・EBPM

(6)これからのデ=夕 共有のルールの方向性   【質疑応答】 <オ
ンライン請演>

【川島宏一氏プロフィール】国土交通省、インドネシア住宅省、北九州ヽ市、世界銀行、仕賀県CIO、 C舅0公共イノベーション代表を経て2015年より現職。総務省地域情報化アドバイザー
(アドバイザーリーダー)他公職多数。データ共有によって地域課題を解決する方法をれ川究するl也、全国の多くの白治体の情報化政策づくりを支援してきている。

11:20

ぞ

12:30

。実際に取り組まれた自治体情報システム標準化・共通化
～京都府と市町村が目指す業務共同化、

その基盤となる基幹系システム等共同整備のプロセスと成果～

公益財団法人京都産業24
DX推進監兼CIS0
(元京都府C10兼 CISO情報政策統括監〉

原田 智 氏

【原田智 氏プロフィール】元京都府σOttCISO情 報政策統括監。2021年定年退職後、(公財)

【質疑応答】

2

ル技術を活用した業務改革やセキ■リティ対策を推進。
京都産業21夢力務、2022年4月より現職。京都府のみならずt府内1「町村と基幹

るICT、 デジタ 2020年 11月 より総務省「地方向治体DX検討会J構成員。

(1)標準化・共通化の必要性

(2)京都府内における標準化・共通化の目的と概要

(3)京都府内における取組み-10年を超す道程
(4)国主導による標準化・共通化の取組みについて

13,30

1

14:30

〔神奈川・藤沢市〕DX推進計画の策定と計画的な実行に向けて

(1)デジタル市役所を目指して

(2)藤沢市DX推進計画について
(3)情報システムの標準化 ,共通化について 【質疑応答】

藤沢市総務部情報システム課
大高 利夫 氏

15:50

東京大学先端科学技術研究センター教授
牧原 出 氏

【質テ託応答】

【牧原 出氏プロフィール】専門は、行政学。東京大学法学部助手、東北大学大学院法学研究科教授等を経て、2013年より現職。総務省・白治体戦冊命2040構想研究会座長代理、
内閣府地方制度調査会委員等を務める。著書に「崩れる政治を立て直す」等多数。

4.Dxと 業務改革とは調和するか?

(1)2040年問題 ,人口減と9X改革

(2)業務改革という改革技術とは?

地方自治体経営におけるマキシマム管理をめぐって

(3)DXと 対面業務とのすりあわせ

(4)情報システムの標準化と技術革新のこれから

16:00

?

17:00

5。 自治体DXが目指すべきもの一官民を巻き込むDXの潮流をどのように乗り越えるか

(1)DXと は               (4)事 例から見る自治体DX

(2)自 治体戦略2040構想から自治体DXへ   (5)新型コロナとデジタル改革関連法 (政府のDX)
(3)自 治体DX推進計画の現状        (6)自 治体DX、 その目指すべき姿は

行政システム帥行政システム総研顧問

電子自治体推進パートナーズ会長

榎並 不嘔博 氏
【質疑Ⅲよ答】

※セミナー終了後の恒例の憎穏交流・交換会は、新型コHナウイルス感染予防のため寸今回は開催致しません。

【第3回】自治体DX推進セミナー 2022年9月 21日 (水)10100～ 17:00

遣■デ書双1両備ンス;砧Lズ |
F電子自治体推進パー「トナーズ」第12郷事業磯略セミナー1を応援します

′打′コOrβttσ だ″θrσノFθ♂′「″0′o9ノ

特別協賀

Cr,″ lμ■,″ f41J:″ Ttt t C"sI:′魏 .

鶯 1富士電機 0 1と日本コ〕静写拳せス株式鉗 uEHI口A
絵画・主催】電子 自治体推進パートナーズ  陣務局】力 地域科学研究会



応―

新 自行 治体条例 見直
新常げ度移行べめ

と の し
rヒ女寸

討状況

時

10:00

ど

11:20

(1)審議会のあり方・審議会への諮問の原則禁止と透明性

(2)情報公開制度との整合性

(a)匿名加工情報

【質疑応答】

内  容

明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科教授
神奈川県情報公開・個人情報保護審議会菖J会長

湯湊 墾道 氏
(4)議会の扱い

(5)情報からデータヘ

個人情報保護法改正と自治体情報政策
γ個人情報保護条例一自治体の政策対応え

11:30

P

12:50

2.プライバシーといぅ権利と個人情報保護制度=法制度―元化への対応を踏まえて

【質疑応答】

中央大学総合政策学部教授
宮́下 紘 氏(1)プライバンiと いう権利

(2)個人情報保護法の概要

(3)個人情報保護法の改正ポイント

(4)個人情報保護条例の対応

13:50

?

15:10

3.新・個人情報得護制度への移行に向けた自治体側からの検討事項と課題

(1)新法への移行での主な変黄点                !
①個人情報の車義 ②個人情報の周辺の定義 ③新たな制度、変更される制度
(2)条例の制定改廃

①条例で定めることができる事I貞 ②条例で定めなければならない事項
(3)今後注意すべきポイント                        |

【質疑応答】

議会事務局実務研究会会員、情報ネットヮ=ク法学会会員
三条市役所所属          長谷川 幸= 氏

15:20

P

16:50

やための東京都における検討状況―事務対応ガイド等を踏まえた実務的検討
(1)法施行を見据えた現行制度の論点

(2)東京都における検討状況

①審議会・善査会の検討状況 ②事務局における課題整違等
(3)法施行を見据えた今後の方向性

【質疑応答】

4。 新・個人情報保護法に対応す

東
=都
総務局総務部情報公開課課長代理(個人情報保護担当)

平松 優太 氏

新型コロナウイル 今回は開催致しませんb

お申し込み 。お問合せ [事務局]

[第 4回 ]自治体情報政策セミナー 2022年 9 27 10:00-16:50

ノ心地域科学研究会
東京都千代田区平河町2-3-10ラ イオンズ平河町101
TEL 03(3234)1231 FAX 03(3234)4993〒 102-0093
URL : hitp://cloud.chilkikagaku― k.co.jp/E―mail machiOchiiki ku―ko co.

【戦略セミナー開催要領】

糊 と音室鱒蛾;琴叫 堂騨黒を1囃升
[会場]剛堂会館・会議室 (東京都キ代田区紀尾井町3‐27)

[情報交流]恒側の講師とが加者(希望者)による交流 ,交換会は今回は開催しません。
■下記申込書に所要事項を記入の上送付下さい (F斌ィメール/下記HPか ら申込み下さ↓ゝ)!
■支払方培1請求後の振込,郵便振替。当日払い                  !

雲香見雷忌努ビ行重宿存
イ
撃梶漸聯 鍵煙藤爵動に

お支払い お々願いします。領収書が必要な方には当日受付でお渡し致します(日付、
但書等の留意点を明記下さい)。

章ξ蹴 ;ζ〔囀創専合写Ⅷ 尋〔:争|∴ i零 :ととて

[参加資]〕 名様/各回1回導たりめ料金

潤第3回と第4回は別料金となりま売

■支払(振込) みずほ銀行麹町支店
三井住友銀行麹町支店
三菱モFJ銀行神田支店

口座

蒲3・ 4回 当日◆〕田
メディア多加
(第 3日 )

メディア→洵
(第 4回 )

行政 ,驚員 15,000円 16,000円 18,000円

一 般 30,000円 31,000円 33,000円

普通 H598S0
普通71■658

普通5829767
郵便振替 :001108-81660 口座名 蜘地域科学lヴf究会

翔蜘
・所属一

・
・
酢
一

「 自

「新・個人情報保護法施行と自

2022年  月 日)】
体経営
希望ギ申]にレ印を入れて下さい]

・共通化と自治 」 □当日参加 ロメディア参加
治体条例の見直し

| ― 住所〒

」 口当日参加 ロメディア参加

TEL E―五ail
Fぷ 連絡担当者

参加著氏名 所属部課役職名 参加著氏名 所属部課役職名

参加者氏名 所搭部課役職名

※ど記入いただぃた個人情報は当 セミナー・出版等の申込受付、連絡、請求、案内祥)のみに使用させていただきます

必要書類 〔納品書( )請求書 ( )見積書( )領収書 ( )〕
支払方法 〔銀行振込( )郵便振替( )当 日払い( )〕

請求書等宛名 :



20227/98/22/月  16i38 餘)地域科学研究会 FAX番号:03-3234-4993

を・人A情報支流"Tデザインする 自治体盤盗パートナ=A

電子自治体推進パ■ トナー

4す甲憐と韓静 えと

け0丁Z.り

P,002

2022年 8月 22日

】 地域科
点京都千代円区平河‖r

フイオンズ学河町 101 〒102'0093
TEと 03(32を 1)え?31 FAX 03(a23と)4993

E― lRBI【 :mChiOと 面ゝ kttkaFよu―k_Cn.jp

(担当 i大石/遠山)

第3回 :『自治体DXの推進―標準化 Ⅲ共通化と自治体経営』

受講証 Ⅲ会堀地図のごと付について
2022年 9月 21 ( 10:09=17:9Q_剛堂会館

前略 この度は上記セミナーにお.申込みいただき、誠1こありがとうぎぎい事す。受静証及び会場地図
をお送りしますので、宜しくご確認の程お願い申し上げます。当日は消待ちしております。    章々

〔会場〕剛堂会 館 ビ )レ て明治業 科 大 学 )1階 会議 室

住所 :東京者お千代田区紀尾井町3-27
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追伸 :当 日ご都合が悪くなられた場合には、代理の方の出席または、「メデイア参カロJ(講康資料・音声CD送付〕扱い
とさせていただきますので、宜しくぎ了承の程お願い申し上げます。ナェぉ、メディアCDには川島奮一氏(筑旗大
学)「デご講演はユ1又蠍きれません。

《新型コロナウイ′レス感染症に伴うセミナー開イ機ヽ の対応について》

予防対策として、座席の間隔を空け、定理的なす集気 if俳ダール準轟の実施等を行います。
翠瑞い‐
～
マスク着用掌たド協ブ,下さいぅ
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領   収  証 NO. ig14
フ 次 tキ朝覧集 イ殿

金 額
} |)|す 汐 ′ ′

但 し
ム ゲ レして

上記金額正に領収いたしました

つ′つ2年  ア月ワニ日

T102二〇〇93 2-3-lo
TEL03(3234)1231

雛地域
ライオンズ平河町

究 会
美 雄

羹雲緩墓療露無翫護雰銘寧駐苔は別紙に貼る。
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ノh地域科学研究会 研修会のご案内  くコミュニテイ交通シリーズ98) 里■■
バス事業の近未

ポ|スト
来|をねく■

童ロナの公共交
―
通り8デザイン

■国主交通省の目指す方向性■幹の交通、枝の交通、葉の交通と地域への期待
ロポストコロナのバス事業再生に向けた「公」の役割と最適な地域交通の構築方策
■公共交通の再定義と計画論の再構築―都市の未来を支える公共交通の描き方
El群馬・前橋市の路線バス6社 の共同運行―前橋版Maasと事業者連携、行政の役割

【講 師 陣】
倉 石  誠 司 氏/国土交通省総合政策局地域交通課長
鈴木 文彦 氏/交通ジャ‐ナリスト
中村 文彦 氏/東京大学大学院新領域創成科学研究科特任教授
南雲 貞人 氏/前橋市未来創造部交通政策謀交通推進室副主幹

■パス再構築に向テけた計画8事業の方策

請 義 内 容

1.地域交通のり・デザイン

1.国の目指す方向性―「幹の交通」「枝の交通」「葉の交通」

2.地域に期待すること
【質疑応答】

2.ポストコロナのバス交通 ～事業再生に向けた「
↑
Jの役割と地域の関わり年1   

父
民れ【

~主

芝牲
1.コロナ相の3年間における公共交通の実態  生限られた資源を有効活用し最適な地域交通を構築するために
①輸送状況の時期ごとの変化                ①斬たなものを追加じてネットワークを密にする時代ではない

②輸送モー ごゞとの特徴
=変
化               ②今ぁるものを最適化して有効活用～メリハリをつけたモード配置と財政投入 ′

③厳しさ増す経営事脩                    ③足りないところは地域ごとの最適モードを張りつけて全体でネットワークを

2.コ ロナ禍において必死で取 り組んできたこと   磯 道・パス・夕歩シー・4ヽ規模輸送モードを上手に選択じ配置する
①ノ、スは■んな使い方もできぅという新たな発想       ⑤ “共同経営

中
による最適化で公共交通の持続化の可能性

②/ヽスは安全かつ
=心

して不可用できるアピニル
~ !「
 5:ポストコロ妾でバス事業はどう変わり1   :~   ■    下

③厳しい状況下で先を見据えた動き                     「公」や蝉 はどう関わ らなければならないか

3.コ ロナ禍を経て見えてきたこと     「 ′  0図 らずもヨロナで効果を発揮した山口市の包括補助
①人々の生活スタィルの変化にともなつ移動二

=ズ
の変貌   ②効果的で持続的かつみんなが納得する財政投入を～上下分離・公設民営などのあり方

@よ り深刻化しつつある担い手の不足            ⑥担ぃ手不足は地域杢体の課題～新たな担い手を求めて動く地域
oこれまでの維持方策の盲点                 ④公共交通の持続はみんなが当事者意識をもって～「公Jはその仕組みと機会をつくる   .

【東疑応答】

3.都市の未来と公共交通の再構築               東京大学岸 院新領域創ぷ沖「学研鉢 呻
1.移動の大切喜          .       4.計 画論の再構築                

中Ⅲ 文彦 氏

2… 場?呉5穐ζ
めてΨ帝動 ②都Tの活々のた|に必吾な移動 ①ξΥ憲堅f渋ここ丑亀醤ど曽遅再電虞落看最諮
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潔談塩桑概琵饗即亀き芳～
①運輸事業と公共交通を区分して定義する
~α
ム`共交通はヽ 都市のケくわくと余韻を支えることで存在価値を増す 【質疑応答】

4・ 〔群馬・前橋市〕路線バス6社の共同運行のねらいと成果
～前aёMaas(前橋版Maas)実現方策と行政の役割～

1.前橋市の地域課題                         前橋市未来創造部交通政策課交通推進室副主幹
南雲 貞人 氏2.バス事業者共同経営とダイヤ調整

二i蚕覆う;星冨'力
佳と
T政
の常害
!         _1ち
―

【質寵応答】

国上交通省総合政策局地域交通課長

倉石 誠司氏

日 日寺・会 場
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MaaS日 本版一開発=活用と地域活性の戦略

ヌ 地域科学研究会 【出版物のご案内】

十一嘉鋒準一一菅

コミュニティ交通編巻10 八ス・タクシー 鉄道等々を活用した新交通まちづくリー

～国の推進施策と自治体・交通事業者・地域の連携、プラットフォームの構築・実装～

第1章隧翻背執出興選轟脇第追献協ま解警
策  園二交酷 転1目 違

総緩父奄否千9乗
=写
百身Kπ筆越折夕森歪署を警ケ軍牛撃空言安を霊忌(｀と進行状平ィ

<?考資料>ゥ
: 辮摯奮逓弄お尋元丞≧ごi子イげ三と貝承壌聾i 喬ゝ扇摯安とめ慨要
3.新モビリティサービス推進事業「Maa鳥元11!先行モデル事豹 19事業

第 2亭 I報告】留aaS日本版の構築・臭装・盛開と交通まちづくり、西鉄の出aaS戦略
第 1節
ピ夢9芽季全岳窪義産ス夏摯 2夢写ィングが盤を握る一 癌島拌 吉田樹

I

Maュ S', 般的な成長過程/求めらオとな公共 (■通マーケティングの7つの視点/らX益事業」とされてきた

と?;す1隠 &ゝ弦坤鋭 神鮎縮鶏維碗監劣とR監奪管/

第2節 解aasが目指す世界観と交通計画への応用可能性 オ`甲息電鉄蜘 甲坦 洋平
血おの実臓例―フィンランドの研】:‖庁/多様なれャl`ヽの捉え方と共通点/硫nsの
発想を活用した地域公共交1直計画の紺展V旧/郊外向けMetH′ LヽaaSの可能性

第3師 西日本鉄道の脇aS戦略            要日本鉄遺l抑  阿部 政貴
～マルチモ
=ダ
ル検索サービス(my rOute)の 実用性検証とこれからの方向性｀

ダィヤ分折 hJ悦化プラットフューム/ト ヨク自動中様との連携～町 1,ut,」
`こ

よる
実用l生機証 /ヽ民胆,事業背から見たIhas実現への二甲題/(錦角r怪部笛研鰤 問琳文か亨li和彦!

第4節 Maasと交通まちづくり～モピリティ革命と新都市計画～
モビリティ早命を牽こIす るヽlュ鴻/
ManSが都市に与えるインバクト/ヽlRasと 新都市計画～喜f路空間のり・デザイン～

第 3章  〔′くネJ崎贈〕日本型Maasあ構築と運用
とプラット7オーム開発主体と交通事業者・行政 t地域の参画・連携
司  会 :吉 田 樹             |
パネラー :藤垣 洋平、阿部 政貴、牧村 和彦

超高齢社会の移動手段の確保・開発戦略騨
一
― 一

コミュニティ交通編巻8 福祉と交通が連携した外出支援サィビスとまちづくリー

～ウルトラ高齢・労働人口減少時代のパス・タク対 用と市民参加の方策～
.卿

::麟 鞘 !

il草 ウルトラ商齢時代の交通環境綸     自由学国 溝端 光雄
クルトラ高静化と社会活性/歩行支援と移動手段ノ/運転支援と移動手段/
舌をと近未来の地域づくり

第4草 地域交通の生き残りをかけた r貨客混載」戦略とその先,2草 超百齢社会に求められる地域′ム`典本1語の戦略と戦術 ～社会インフラとしてのバス・タクンーの限界と可能性を～路線バスから『小さな交通」までのネットヮーク化｀ 「                           交通ジャーナリスト 鈴木 文彦福島大学 吉菌 樹 .

なよ客賢混織なのか?/公共交通は社会のインフラ/複数モードの]ラボレ‐ションのこれまで/期待が   J
也方圏で懸念事れる交流騰会の減少/地

“

虎交通政策のベンチマ■ク「交通政策基本法」 :二

移真よ岳彗手
載 l害貨
:科
Jの仕組みと現IR/「客貨混載」

?効
果,可学性と貨物車に大を乗せる新た

4“

想
イを糖堅8樫幾琵:形霧耗聖1歩継託≒Fi燕瓢 陥ゝ ノ !

癖らしの足を莞える起点/地域住民tiよる「暮らしの足」の確保/「暮らしの足」と  第1章 〔資料(抜粋)〕 回土交通省・厚生労働省の政策情報
ノてのタクシTの選子尺性向上策と「速貸」/「暮らしの足」確保は「総力早完」               と高齢者の移動手段確保のための交通・福祉制度の解説―

第 3章 自 との連携

福祉有償運送(福祉移遼・自家用有償運送)サエビス/       畿大学 
三星 甲宏

地域公共交通をとりまく情勢/障害者の身体条件と交通手段/
改正道路連送法(2006年施行)と 自家用有償運送/枚方市の編祉移逃サービスの事例と
今後の課題/回i交通省「前齢者の移動手段の確保に関する検討会」中間とりまとめ等

1研修会の参加要領]

《新型コロナウイルス感染症に伴ラセミナ=開催今
の対応について》 ■参加費(1名分)

防́対策とし
鶏施等を行い

■国 時

て、座席の間隔を空けi定期的な換気・アルコ
ます9手洗いやマスク着用等にご協力下さい。

i 2022年 9月 22日 (木)10:00｀ 17:00

1名参力E メデイア参加

行田l,議員 25,000円 28,000円

― 敏 35,000円 鶴 000円

■支払方法

請求後の振込 (銀行振込・郵便振替
。当日払い)

みずほ銀行麹町支店  普通1159880
三井住友銀行勉町支店 普通7411658
三菱UFJf晨行神w支店 予通5829707
郵便振番:00110-8-81000
日座名:蜘地域科学研究会

=ル消毒
の

■会 場 :岡」堂会館・会議室際内図ま申込鰤
、東京都千代田区紀尾井町併27

■申込方法 下部の申込書に所要事項を記入の上送付下さい
(FAX:沐 ―ル等)も

※参加実の払い戻しは致しませんので、申込まれた方のご都合が
悪い場合は代理の方の出す常またはメデイア参加とさせていただきます。
※メディア参加中込の方へは、研修会開催後に音声CD(詰脚R働
及び資卜|と諦本書をお送りします.

お問い合わせ :03-323411231

希望欄に印を入れて さしl    FAX

ノh士也域科学研究会
羮京部千代出区平河町 2-子 10ラ イオンズ平河町101
TEL 03(3234)1231  FAX 03(3234)4993
じRL i hitp:力 ww、v chi klkd9(]ku―Kc(),p/

【申 2022年

■研修会の参加『ポストコロナの公共交通り,デザイン』

■出版物の購入 |□ 『MttS日本版■開発i活用と上也域活性の戦略j

勤務先                       所在地〒

4993  MAIL:machi@chiikik agaku― k.co.jp

:□当日参加 ロメディア参加
__二_冊 □『超局歯,本社会め移動手Fヌ凡の確保1開発戦田各』

~   
π
「

連絡担当者

TEL FAX E―mail

参加者氏名 (通信欄)Oをつけてくださtヽ
支払方法 (銀行振込・郵便振香・当日払t,

必要書煩́(納品書・請求詈・見積書・領収書)

請求書等宛名 :

所属部課役職名

ビ記入いただい 情報は当 セミナー・山版物等の申 案内等)のみに使用させていただきます。
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町田市議会議員

奥 業一 様

研修会受講証

2022/88/22/月  16:38         1株 )地域料学研究会 FAX番号193-3234-4993 Pi 003

2022年8月 22日

お▼●qと精詩 たヽ

菓求都
'「代田区平何町 2-3-

ライオンズ平河町101 〒
T猥ヒ09僻

'講
I〕 A231 猟X03

E―mュil,mchiO写 hHl,iにEsittV―k.co.jp

〔犠当 :光石メ蹴出)

受講証及び会場地図のご送付について

『ポストコロナ リロデザイン』

2022年 9月 22口 ( 10:00.～ 17:00岡∬出星会館

前略 この度は上記研修舎にお申込みいただき、誠にありがとうごぎいますじ受講証及び会場地図を
お送りしますので、宣しくビ確認の程お願い申し上げます。当日はお待ちしております。     草持

〔会場〕剛 堂 会 館 ビジレ (明 薬 科六 学 )1階 会 議 室

郵溺,帯駅

会場

′晴‖―′い出暉

】

言語
予
む
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耐

追伸 :当 日ご都合が悪くなられた場合には、代理の方の出席または、「メディア参加」(緯撲資料∇音声CD逃付)級いときせていただき
ますりで、宜しくご了承の各お願い申し上げます。

、新型ユロナアイルス感染症に伴うセミナー開終ヽの対応にういて》

予督序対策として、座席の間隔を空け、定痢的な換気・アルコー′レ梢露の宴施等を行います。

手碑いやマ不夕着用等にど協力下さい。

中14-

誓幣 ′
〕

倣町

中学横

【圭πアタセ沐】
薫京ユトロt業町線『他町伽ミJ■番Al口 より健μ4″
東京メトロヽこ取占浄R、 WT北鯨 r裁田研駅J9と出筒より佐1,c分
」H中床機i麓読陶L「旧ッ容哄J担
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領 収 書 等 貼 付
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領 収 証 2023  年   3 月 24 日

市議会公明党 様

3/2410時 ～ 地方議員のため テムRESAS活用

3/2414時 ～ 地方議員のための地撃経済分析システムRESAS活用 応用編

資料・動画データ代として

上 記 正 に領 収 い た しま した

地方議員研究会
〒530と0001

大阪府大
大阪駅前第2ビ
TEL 050-6

※

※
収
収
領
領

書

書
1

,

ご利用いただきましてありがとうございました。~ゆ う ち よ 銀 行 _

*半 導*
写|

*

-15〒



イ

■

lf lil

|

議員研究会

■

■ r
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領..:収 毒 等 貼 付 用 紙

買小計 定′

"′

沙 円 備考

領  収  書

ず存万ざ様

¥2 , 000T

但し、令和 4年度 河ヽ臨急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

Υ年丁角」房歩"_ 日  上記の金額、正に領収▼:、たしました
、小田急多摩線延伸を促進する

会 長 中村 昌
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1 開 会

2 会長わいさ?

3´ 議長選出

議 案
:議
業第 1号

1議案第 2号

総 会 次 第

令和.3箸庫活講響有に,ぃて|:―
―i   :.:r

紹銹握ぽ篇駆審嘉案輿甜為i議案第 3号

. __,| 改々平すo会則 |(改正案).について:
議案第4号

'役
員め改選 (案)|にわ:いて  _

議案第
16‐
号

5■来賓あし|きつ及び紹介

につ |ヽて

令不日五年差子珂又支予算 (葉)':う tヽ !ヽて

決議 (案)埠 ?いて i     :

5

会

‘

閉６
下
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議案第 1号

令和 3年度 活動報告

月  日 活 動 内 容 備 考

5月 14日

総 会
・令和 2年度 活動報告について
・令和2年度 収支報告及び会計監査報告について
。律員の選任 (案)について       |
・令和3年度 活動計画 (案)にっいて  !
・́令和3年度 収支予算 (案)について
・決議 (案)について

※書面審議

7月 19日
第 1回役員会
・総会の結果にういて
。本年度の活動について

11月 29日 要望活動
(小田急電鉄、国土交通省)

※書面 (郵送)に ょる要望

1月 21日 要望活動 (東京都、神奈川県) ※書面 (郵送)に よる要望

|

1月 25日

研修会     ■  ・        ―

1第■部 !小田急勿弱脚雪申に向けた取組について
徽 下:ォH列扇市都市建設局まうづくり推進部弾・
訥 鰹蒻縣鐵藝濃i絲議,

※YOuTubeに よる

ライブ配信

(対象者限定)

鶏
YouTube QRコ ード

3月 31日

第 2回役員会
・令和3年度 活動報告
・令和3年度 収支報告
・会貞Jの二部の改正にっいて
・令和4年度活動計画 (案)及び収支予算 (案 )
・令和4年度総会に,いて

-1-
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科   目 予

晟)額
It又 入 済 額
(B)

増 減 額
(B― A) 摘 、 要

,1会  費 236,000 230,000 △ 6,900
2,900円 ×115人Ⅲ
※総会後、3名 の退会による差額

2繰 越 金 263,515 263,515 0

485 3 △ 482 預金利子

計 500,090 4931518 △ 0,482

< 収  入  >

< 支  出 >

< 差 !引  >
. (収八済額)

493,518円

(支出済額)

二 158,579円

令和 3年度 収支報告

(次年度繰越額)

=334,939円

議案第 2号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

-2-
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科      目 予 算
(A)

支 出 済 額
(B)

残
(A― B 摘

′
要

1事業推進費 467;000 137,691 329,309

110,000 52,064 936 総会、役員会 経費 等

357,000 85;627 271,373 要望活動、研修会 経費 等

25,000 20,888 4,112 事務用品購入費 等

8,Oo0 8,900

計 509,000 ■58,579 341,421



会 計監査報 告i書

r :         ・  ′         ′

本議員連盟の令和3年度収支決算について、出納簿、_註執迅書類等を

監査し々 と
=ろ
、:適正に執行されてぃると認ゅます。     |

小田急多摩線延伸を促進する議員連霊

小
:野

1 弘

隆石 井 芳

一
田
８
〓

―十
‐‐  ― ―― _____



議案第 a号

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則 (改正案)

(名 称)                          ｀

第 1条  この会は、「小田急多摩線延伸を促達する議員連盟」という。
(目  的)
第 2条 古この会は、関係市町村の議員の連携,に より、小田急多摩線の延伸

を促進し、もって近隣市町村の発展と住民福祉の向上に寄与することを

目的とするも

(事 業)                 f
第3条  この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)小 田急多摩線延伸事業の促進運動に関する情報交換と連携

(2)国都県及び関係機関に対する積極的な要望活動
(3)広報活動そあ他目的達成に必要な事業
(組 織) ,1   1      -      ′ i

第 4条  この会は、第 2条の目:的 に賛同する関.係市町村の議会議員をもら
!て構成する。

(役 賞) (
第 5条  この会に次の役員を置く。             ,
(1)、 会 長   ,1名
(2)副会長 ■  5名
―
(3.)1理
~事 ―・若千名  ・

(4)会 計   1名
(5)監 査   2名  |      !
(6)事務局長  1名
(7)事務局   4名
2 役員の任期は2年 とし、再任を妨げない。ただし、その職務は後任者
の就任のときまで行うものとするどまた、役員の任期中において選任に

変更があつた場合は、
'そ の任期は前任者等の残任期間とする。

3 会長はヽ1会務を総括する。            .
4 副会長 は、会長を補佐 し、会長が欠 けた とき、又は会長 に事故がある
ときはヽその職務を代行す る。

5 監査 は、 この会の会計を監査する。
6 事務局長は下会務を掌理すると
7 事務局は、事務局長を補佐するも

-4-
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8 会長 |ま、必要に応じて、会長代行を置くことができる。
(顧問(参与及び相談役)            ィ

第 6条  この会に顧間、参与及び相談役iを 置くことができる。
(事務局)

第7条 この会に事務局を置く。  r  ‐      !
2:事務局は、会長の市町村た置く。
3 事務局は、第3条 に規定する事業の企画、立案等に関する事務を処理
夕 る。                     ′

(経  費 )

第 8条  この会の経費はt会費その他の収入をもつて充てる。    |
2 会費は年額 2,000円 とする。ただしヽ 会長が必要と認める際は、増額
することができる。             ,
3 この会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 に終る。
但し、平成 21年度に■tゝ ては、平成 21年 11月 4日 より翌年 3萌 と1日
までとする。

(補 則)!
第 9条  この会則に定めるもののほか、必要な事項は別途協議して定める。
(附 則) !
:こ の会則は、平成 21年 11月 4日 から施行する。        1
(附 則)・   |                  .
この会則 はf平成 22年 5月 :・

27日 から施行する

(附 則)     |        ヽ ,
この会則は、平成 24年 5月 23自 から施行する。
(附 則)|
この会則は、平成 26年 5月 15日:か ら施行すると
(阿寸  貝11)                       .

|の会則は、平成28年 5月 2'日 から施行すると

(附 則)  |
■の会則は、令和4年 5月 26日 から施行する。

-5=
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小田急多摩線延伸をイ足進する議員連車 レ会則改正案 新旧針照表 (変更箇所抜枠)

備 考

第
`条
 この今に次の役員を置(。

(■ )会 長
`夕

1名 : |
」ヱk副会長 ′ S名
Жユと理 事  若千名
(4)会 計  1名

士孟葦浦・ 子寃 i
‐
(ア )'I事務局   4名

=                        !

ユ 聾 螢 塑 幽 輩 鮭 鋼 堕 埜 笠 埜 亀 生  、

(「付 員lJ)   :    ・

1この会則は、令和 4年 5月 26日 から詭行するぃ

る。互 事務局長は、

2 <略 >  !
3 会長は、会務を総指する1

第o条 この会に次の役員を置く。
(1)会 長   と名               ・

「
             i:  

Ⅲ

         :                        _ I

」4と理 事  若干名     
 ́            .

導 藍:身  il I
鰐 lt寃 111i11.
:.畳覧と、会務を総括する。

皇 酸本は、この会?会計を監査する。
上 事務海長は、会務を掌理する。|

i埴営誓量望2菫色望堂至ζピ芝芝ヒ望堂遣と

“

とこィ重生望2』塑目塞望堂と色蛮三こと室ヨL_
二 副会長lt:会長を補佐する。

-26-



講案第4号

役員の己女選 得

新役員 現役員

役 職 職 名 氏 名 |

会長代行 (久員)

理 事 t 町田市議会議長 戸 塚 正 人 町田市議会議員

理 事
テ
町田市議会議員 1藤 田  学 町田市:議会議員 若 林 、章 喜

小甲急多摩線延伸を促進する議員連盟
―
会則 (抄 )

埜催PI.I IIII‐● (||'・■
-11後
真?任鶏
「
′ょう年とし、再任を歩かなぃ。ただしi之 の職務

'ま

覆任者の就任あとき

十一茸で行すものとす考下漱 ・役貫づ在期中
:に

市いて選笹に変更が石ぢた場合ば【
=そ
の

|ヽ 任期 lま前任者等の残任期甲|する。

-7-
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改選後の役員=覧 幹

- 8 -
-28-

役 職 氏 名

会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治

副会長 ,_田T田市議会議員 佐 藤 伸■郎

副会長 相模原市議会議員! 大 沢 洋 子

副会長 ′厚木市議会議員
―

松 田 則 康

副会長 愛川町議会議長 渡 辺   基

副会長 清川村議会副議長 細 野 賢 一

理 事 町田市議会議長 戸 塚 正 人

理 事 町田市議会議員 藤 田   学

理 事 町田市議会議員 山 下,てつや

理 事 町田市議会議員 佐 藤 和 彦

理 事 相模原市議会議長 寺 田 弘 子

理 事 相模原市議会議員 松 永 千賀子

理 事 相模原市議会議員

理 事 相模原市議会議員 岡 本 浩 三

理 事 厚木市議会議員 ナII 口  仁

理 事 厚木市議会議員 栗 山 香代子

理 事 厚木市議会議員 井 上 敏 夫

理 !事 愛川町議会議員

会 計

監 査

相模原市議会議員

相模原市議会議員

t監 査 厚木市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員

事務局 町田市議会議員 三遊亭 らん丈

事務局 厚本市議会議長 井 上   武
‐
事務局 葉川町議会議員 岸 上 敦 子

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 友



議案第 5号

令和 4年度 活動計画 韓

「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟会則」に基づき、次の活動を行う。

小甲急多摩線延伸を促逢する議員連盟 会則 (抄)     f
(事 業)          ,         |
第3条 どの会は、1前条の目的を達成するため、次の事業を行うと
(1)小日急多摩繰延伸事業のイ足進運動に関する情報交換と連携
i(2)甲都県及び関係機関に対する積極的な要望活動 i
(3)広報着動その他目的達成に必要な事業       、 ヽ

-9-

…29-

令和 4年度 令和 3年度
'

実施時期 活動内容 実施状況

5月 26日 (木 ) 総 会
'【相模原市立産業会館】

5月 14日 (金 )
総 会
※書面審議

5～ 8月 第 1回役員会
7月 19日  (月 )
第 1回役員会

5月 ～ 12月 要望活動

(国、都県(鉄道事業者)

11月 29日  (月 )
小日急電鉄、国土交通省

※書面 (郵送)による要望

1月 21日 (金) ・

東京都、神奈)|1県

※書面 (郵送)による要望

11～ 2月 研修会等

1月 25日 (火 )
研修会   ―   !
※相模原市交通政策課長、小田急多摩線

1延伸促進協議会前会長による講演
~

3月 下旬 第 2回役員会
3月 31日 (木 )
第 2、回役員会



科    目 本年度予算額
(A)

前年度予算額
(B)

増 減 額
i(本一B) 摘   要

1会   費 226,000 236,000 △ 10,0叩 2,000円 ×113人

2繰 越 金 334,939 263,515 71,424

3諸 収 入 61 485 △ 424

計 561,900 500;000 61,000

<収 入 >

<支 出 >

令和4年度 収支予算 帯

-10-
r30-

議案第 6号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

科    目 本年度予算額
(A)

1前年度予算額
(B)

増 減 額
(A― B)

摘 要

1事業推進費 513,000 467,000 46,009

110,009 110,000 総会、役員会`経費 等

493,000 357,000 46,009 要望活動(研修会 経費 等

2事 務 :費 40ぅ 000 25ュ 000 15,000 事務用品購入費 等

3予 備 費 8,000 8,000 0

計 561,000 500,000 61,000



議案第 7号 !

決 議 専 学

小田急多摩繰の延仲は、広域交通ネットフークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極つて重要な役割を担う

ものであり、小田名線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
東には相模原市菌名地区を経由しヽ愛川。厚本方面今の延仲が期待されている。

交通政策審議会答申第 198号においては、本議員連盟のi設立当初からの積
極的な活動が実を結ぴ、′唐本田駅から上溝駅までの延仲について、都心部との

アクセス利便性の向上が認められて地域9成長に応じた鉄道ネットワークの充
実に資する意義のあるプ百ジェクトに選定されており、実現に向け

｀
た大きな二

歩を踏み出すこ
tと
ができた.と 認識している。          |

愛川・厚木方:面への延仲についてヽ 上溝駅までの整備の進芋′ノ牛を踏まえ、検討

する|と が適当とされていること|か ら、革ずに上溝駅までの整備 着々実に実現
させる:こ とが重要である。

また、延仲の意義と同時に収支採算性等め課題が示されたことから、新駅が

想

=さ
れゃ町田市小山甲周辺及か相模総合補給廠

二部返還地などの沿線におぃ

て、需要の創出に繋がる開発 を積極的に推進 してい く必要があなと

延伸の実現に向け、町田市、相模原市が中心となり、関係者とともに検討の

深度化が進められているtと からt本議員連盟と.しそも延仲の実現に向け、最
大限め支援を行うととも:に、今後も引き続き、関係機関に積極的に働きかける

など、会員の総意をもって■丸となり、よ=り 〒層強力な活動を展開することを

決意するものである。

以上卜決議す る。

令和4年 5月 ,2‐ 6日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

-11-
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｀
議案第 7号 参考資料

(小田急電鉄、東京都、神奈川県)

I小
田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書幹

平素から、公共交通網の整備や地域の発展にっきましては、格別の御高配を

賜 り、心から感謝申し上げます。   1
小田急多摩線の延伸は、広域交通ネットワエクの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものであり、小田急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 J4相楳線上濤駅、
更 には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木折面への延枠が期待されてお り

ます。            ′

交通政策審議会答申第 198号において 1よ、本議員連
=日

屋の設立当初からの積

極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅まるの延伸にうホて、都心部との

アクセス不∬便性の向上が認められt地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充
実に資する意義のあるプロジ■クトに選定されており、―実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識しております。またく愛川 。厚本方面への延

伸につぃては、■濤駅までの整備の進キ′ノ牛を踏まえ検討する.こ とが適当とされて

いゃ.こ とから、
＼まずは上濤駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

ます。                         1
延仲の意義と同時に示された収‐支採:算性等の課題を解決するため、町田市ミ

相模原市が中心となり、【要望先】をはじめとする関係者の皆様とともに検討の

深度イヒが進められてお ,ま すが、本議員連盟としてもヽ 新駅が想定ヽされる町田

市小山田周辺及び相模総合補給廠‐部返還地などの延仲操沿線 11おいて、需要

の創出に繋がる開発を推進するなど、会員の総意をもって■丸となり、より■

層強力な取組を進めて参る所存でございます。

?き ましてはt地域住民つ切実なる願いを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅、
そして愛川・厚木方面への延伸の実現た尚け、持段あ御配慮 i御支援を

'賜 りま

|す工ぅぉ願い串じ二けます。

令和 4年  月  日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

-12-
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I      議案第フ号 参考資料
(国土交通省 (本省))

小田急多摩線延仲の早期実現に関する要望書 韓

平素から、公共交通網つ整備や地域の発展につ′きましては、格別の御高配を
賜り、心から感謝申し上げます。            i      ´

_小日急多摩線の延伸は、広域交通ネツトワークの充実に資することはもとよ
り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものでみり、小甲急線唐木田駅か

"JR横
浜線相模原「写尺、 JR相模線上溝駅、1

更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木方面令の延仲が期待されており

ます。               「

交通政策審議会答申第 198号 においては、本議員連盟の設立当初からの積
揮的な活議が秦を結び、唐木四駅から上溝駅までの延仲について、都Jb部との

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットラークの充

実II資する言義のみ:る プロジ土タトに選定されており、実現に向けた大きな=
歩を1踏み出すことができたと認識しそおりますきまた、愛川・厚木方面⌒の延

伸についてはヽ 上溝駅
―
までの整備の洋子′ノ手を踏まえ検討する‐ことが適当とされて

rる ことなら、まずは上溝駅までっ整備を着案に実現
=せ
る手とが重要であり  |,

ます。i

延伸の意義と同時11示 |れた収東採算性等?課題を解決するため、町田市、十  1
相オ莫原市が_中生1な り、関盗童_≧11■と俊誠う工庭色が進塗られておおりま塗 、_二_ :
本議員連盟としても、新駅が想定される田丁田市小山田周辺及び相模総合補給廠 i
一部返還地などの延仲線沿線にぉいて、需要の創出に繋がる開発を推進するな
ど、′会員の総意をもって

二丸となり、よリー層]虫力な取組を進めて参る所存で ,
ござヤゝます。   i             l        「     ″
つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく、唐本田駅から上溝駅(

そして愛川・厚木方面べの延件の実現に向けt蔀市鉄遣等利便増進法の事業女
キーム1における黒字転換年数ら緩和や補助財源の確保などの支援を講じていた
だきますようぉ願4申 じ上げます:                       ■

令和 4年  月  日

小田急多摩線延仲を促進する議員連盟

会長 中村 昌治

-18-
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議案第7号 参考資料
(国土交通省 (関東運輸局))

.小
田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 韓

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を

賜 り、心から感謝申し上げますb                 ・

小田急グ摩線の廷伸は、広域交通ネットワークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成めため極めて重要な役割を担う

ものィであり、小田急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅t JR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由t、 愛川・厚本方面入の延伸が期待されており

ます。

交通政策審議会答申第 198号においては、本議員連盟の設車当初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅まであ延伸について、都心部と|の

アクセス利便性の向上か認められ、'地域の成長に応じた鉄道ネット:ワ エクの充

実に資する意義のあるプロジェクトに選定|さ れており、実現に向けた大きな―

歩を踏み出すことができたと認識しております。.ま た、愛川・厚木方面への延

伸については、上溝駅までの整備の進キ′夕を踏まえ検討することが適当と:き れて

いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実
―
現させることが車要であり

ます。    ・            _
延伸の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するため、町田市、

模原市が中心となり、関東運輸局をはじめとする 者あ皆様とともに検討

の深度化が進められておうりますが、本議員連盟としてもて新駅が想定される町

田市小山甲周辺友び相模総合補給廠一部返還地などの延伸線沿線において、需

要の創出に繋がる開発を推進す
.る など、会員の総意をも?て∵永となりヽ より

一層強力な取組を進つて参る所存でございます。
|       :

:つ きましては、地域住民の切実なる願ぃ|々叶えるぶく、:唐本田駅か,上濤駅、

そして察
'FI・

:厚:末方可令ら起伸の■界に占け、41泰違等不J憚増進

=ら

事業
:ネ

:ξ
'挙イ蕪薫

`:1警

ζttT11"オパ・
韓|→め
=募
を'蓋 ,Ⅲ I

令和 4年  月

T ~~~ ~~f「 T〒~~二 小―由急多摩線延伸を促進する一議員連盟i=

会長 中村 昌治 |
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等 貼 付 用 紙

ナメ9/

頁小計 ルが   円 備考

領  収  書

加√イタヤ 様

¥i2; 000■ |

但し、令和 4年度 月ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

tT年
1渉 月 み 日  上記の金額、正に領収いたしました

(小田急多摩線延伸を促進する

会 長 中村 昌

-35-



領 収 書 等
―
貼 付 1用 紙

ど+01

研修・研究 D会議貴 買Jヽ計 2″ p♭  円 備考

領  収  書

な衆
'Tラ
ケ 様

¥2;000

但し、令和 4年度 だヽ田急多摩線延仲を促進する議員連盟 会費として

静 T年 1歩 月⌒日  上記の金額、正に領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する

会 長 中村 昌

-36-



'今オロ4年度

Ⅲ口亀多摩篠疑仲4に準する議員建盟
′

●■ ●  総 1会|' |′●‐

｀
午生ヨ菅0!0分守

―ら
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総 会 次 第

会

3 議長選出

議 案        .= ‐  l●
.議
案第1号＼:令和3年度活動報告について,|,下 | :   :
議案第2号 令和3年度:収支報省みげ会計監査評有につし,下
1議案第こ号 小甲魯多摩線延停を促進する議員連盟会則のす部
●  : | :を改正する会趾 (改正秦メ■?いてl i  l
■議案第'4■ 1役買:の己女選て案)・ 1こついて l  i′ |  |
下
調霜霜 5・▼二玲 荷 4iF耳「帥   (本

質
)と

4

議案第る号 令和:4年度i収支予算 (案)に ?し て`
議案第7号 決議 (案)にっぃて I I.

5 来賓あい■つ及び紹介

6 閉 会



議案第 十号

令和 3年度 活動報告

月  日 活 動 内 容 備 考

5月 14日

総 会
,令和2年度 活動報告についそ
・令和2年度 収支報告及び会計監査報告について
。役員の選任 (案)について
,令和3年度 活動計画 (案)について
・令和3年度 収支予算 (案)について
。決議 (案)にっいて          

´
|

※書面審議

7月 19日
第1回役員会
・総会の結果について
,本年度の活動について

11月 29日 要望活動
(小田急電鉄、国土交通省)

※書面 (郵送)に よる要望

二月 21日 要望者動 (東京都、神奈川県) ×書面 (郵送)に よる要望

1月 25日

研修会 ―      °̀
i・第■部:小田急勿申脚日申に向けた取組について

。
|:::i::::!:「 f‐til:iilll::i:!:i!,::|:::子 I;:ii:::::!iii:ii:!iiil甘 :f言!!::|::|::::!:::ii:!牌

欝市:小巴隷舞鶉顧酢顧雖紡議会確 長 伽 IttЮ )

XYouTubeに よる

ライブ配信

(対象者限定)

麹
YouTube QRコ ード

3月 31日

|

第 2回役員会
・令和 3年度 活動報告
・令和 3年度 収支報告
i会則の二部の改正について
D令不口4年度 活動計画 (案)及び収支予算 (案)
i令和4年度 総会にう!ドて   |     .

-1-
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科    目 予 算 額
(A)

収 入 済 額
(B)

増 減 額
(B一 A)

摘   要

1会   費 236,000 230,000 △ 儀 000象深駿 モ屠協遺会による≧額
2繰 越 金 263,515 263,515 0

3諸 収 入 48S 3 △ 482 預金利子

計 500,000 493,518 △ o,482

< 収  入  >

< 支  出 >

< 差 引 >

k (収入済額)

493;.518円

.(支出済額)

-158,579円

令和 3年度 収支報告

(次年度繰越額)

=334;989円

議案第2号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

-2-
-40i

科   目 算 額
(A)

支 出 済 額
(B)

残 = 額
(A― B)

摘 要

1事業推進費 467,000 137,691 329 309

110,000 52,064 57,936 総会、役員会 経費 等

357,000 85;627 271,373 要望活動て研修会 経費 等

2事 務 費 25,000 20,888 4,117 事務用品購入費 等

8,000 8,000

509,009 158i579 341,421



会計監査報 各書

本議員連盟̀の令和13年度収支決算たついて、出納簿、証拠書類等を

監査したところ、適正に執行されているご
「
認めます。

小甲急多療森延伸
・

を促進する議員違醒
!

芳 隆

・嘔
．息
一



議案第 9号

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則 (改正案)

(名  称 )
第 1条  この会は、「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟」 という。
(目  的 )
第 2条 とこの会 は、関係市町村の議員の連携 により、小田急多摩線の延伸

を促進 し、 もつて近隣市町村の発展 と住民福祉の向上に寄与することを

目的とす る。          一

(事 業)     1                  -
第 3条  この会 は、前条の目的を達成するため、次の事業を行 う。
(1)小 田急多摩線延伸事業の促進運動 に関する情報交換 と連携
(2)国都県及び関係機関に対する積極的な要望活動
(3)広報活動その他 目的達成に必要な事業
(組 織)         一                ｀

第́ 4条  この会 は、第 2条 の目的に賛同す る関係市町村の議会議員をもっ
て構
.成

チど:       
―

(役 員)                        |
第 5条  この会 に次の役員を置 く。                ,
(1)会  長
(2.)副 会長

(3)理  事 ―

(4)会  計

(5)監 査

1名

5名

春千名

1名
i2名

(6)事務局長  1名   
―               '

(7)事務局   4名      
―  ―

2 役員の任期は2年 とし、再任を妨げない。ただし、その職務は後任者
Iの
就任の ときまで行 うものとする。また、!役員の任期中において選任 に

変更があった場合は、その任期は前任者等の残任期間 とする。

3 会長は、「会務を総括す る。          ●
.

4 副会長 は、会長を補佐 し、会長が欠 けたとき、又は会 長 に事故がある
ときは、その職務を代行す る。

監査 は、 この会の会計を監査する。

事務局長 はて会務を
:肇
理すると一

事務局 は、事務局長を補佐する。

５

　

６

　

７

-4-
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8 会長は、必要に応 じて、会長代行を置 くことができる。・

(顧間i参与及び相談役)            ′

第 6条  ■の会に顧間、参与及び相談役を置 くことができる。
(事務局) |
第 7条・ この会に事務局を置 く。
2 事務局|ま、会長の市町村に置く。    i
3 事務局は、第3条に規定する事業の企画(車案等に関する事務を処理
する。                       :
(経 費)           |      !
第 8条  この会の経費は、会費その他の収入をもうて充てる。
2 会費は年額 2,000円 とするとただしヽ 会長が必要と認める際は、増額
する|ととができる。

3 との会の会計年度は、毎年 4月 1日 に坤まり,翌年 3月 31日 に終るも
但し、平成 21年度におぃては

マ
r平成 21年 11月 4日 より翌年 3月 31由

までとする。

(補 則)     i
第 9条  この会則 に定めるもののほか、必要な事項は別途協議 して定める。
(附  則)                 :′         !
|こ の会貝Jは 、平成 2■年 11月 4日 から施行する。         |
(附  則 )
この合貝1腹_平球

-22年 5月 27日 か ら施行する。
.    ■  ―

(附  貝1)                    i
この会則は、平成24年 5月 23日 から施行する。         ●
(岡寸 貞1)       i              ‐

この会i貝Jは 、平成 26年 5月 15日 から施行する。

(附  則 )
この合則は、平成28年 5月 2'日

iから施行する.。  |

(附 則 )      `              .

この会則は、令和 4年 5月 26日 から施行す るも

-5-

-43-



小日急多摩線延イ申守促
進■る議員連盟 .ン会則改正案 新旧姑照表 (変更箇所抜粋)

改  正  案 現   行 備  考

二 会ヽ長成 `必要に応じて、漆長代行を置くことができる。

(附 則)|:    :     ｀

第5条 この会に次?役員を置(|
(■ )会 長
建⊇」則無

聖 湮 事

―
会 計

整 捌 驚 査

(6)事務局長

摯 事警局

を く略>  ■
3 会長は、会滲を総括する。

4 会長代行は、会長か久lすたときこ会長に事故があるとき、:支は
‐

皇 監査はすこの会の会計を監査すると

第5条 この会に次あ役員を置く。
(1)会 長  ,1名
(2)会長代行  i名

'(8)事務局  ・4名 :i
12:く略ン

13 会長は、会務を総指すると

ユユと副会景   o名
―
理 事  若千名
(5)会 '請   I名
」互と監 査
1 2名

で

')事
務戸長  と名

二 事務局長は、

=44i



議案第 4号

役員の改選 く錬芽

小甲急多摩線延伸 促々進する議員連盟 会則 (抄)           ―

(役,賞)           ●         :
第 5条         、

2 役員の任期は2年とし、再任を妨げボい。たたし、その職務は後任者の就任のとき
|まで行うもの「とするLまたて役員の任期中において澤任に変更があらた場合はヽ その

,任期は前任者等の残任期間とする。
｀

-7-
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新役員 現役員

役 職 職 名 氏 名 職 名 氏 名

会長代行 (欠員)

理 事 町田市議会議長 戸 塚 正 人 町田市議会議員 熊 沢 あや り

理 事 町 田市 議会議 員 藤 田  学 町田市議会議員 若 林 章 喜



改選後の役員■覧 韓

役 職 職 氏 名

会 長 相模原市議会議員 中 村 1昌 治

副会長 μ田市議会議員 佐 藤 伸一郎
副会長 相模原市議会議員、 大 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議員 松 田 則 康

副会長 愛川町議会議長 渡 辺   基
副会長 清川村議会副議長 細 野 賢 一

理 事 町田市議会議長 戸 塚 正 人

理 事 町田市議会議員 藤  田 学

理 事 町田市議会議員 山 下 てつや

理 事 町田市議会議員 佐 藤 和 彦

理 事 相模原市議会議長 寺 田 弘 子

理 事 相模原市議会議員 松 永 千賀子
理 事 相模原市議会議員

理 事 相模原市議会議員 岡 本 1浩 三

理 事 厚木市議会議員 デI十 日  仁

理 事 厚木市議会議員 栗 山 蒼代子
理 事 厚木市議会議員 井 上 敏 夫

理 事 愛川町議会議員

会 計

監 査 相模原市議会議員 小・野   弘
監 査 !厚木市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 1町田市議会議員 三遊亭 らん丈

事務局 厚木市議会議長

事務局 愛川町議会議買

事務局 清川村議会議員 藤 田 :義 友

- 8 -
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議案第 5号

令和 4年度 活動計画 韓

「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則」に基づき、次の活動を行う。

-9-
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令和 4年度 令和 3年度

実施時期 活動内容 実施状況

5月 26日 (木 ) 総 会
【相模原市立産業会館】

5月 14日 (金).1
総 会

※書面審議

5ん 8月 第 1回役員会
7月 19日 (月 )ヽ
第 1回役員会

5月
～
12月 要望活動

(国、都県、鉄道事業者 )

11月 29日 (月 )|
小田急電鉄、国土交通省

※書面 (郵送)による要望

1月 21日.(金) ・ |

東京都、神奈川県

※書面 (郵送)による要望

11～ 2月 研修会等

r月 25日 (火)i
研修会          

声

、小田急多摩線―
 延伸促進協議会前会長tごよる講演  :

3月 下旬 第 2回役員会
3月 3■ 日 (木 )!
「第 2回役員会

小日急多摩繰延伸を促逢する議員連盟会貝J(抄 )

(事 業)  |             : I

第 3条 この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)小田急多摩繰延伸事業の促進運勤に関する情報交換と連携
(2)国都県みび関係機関に対する積極的な要望活動     「

|(3)広報活動その他目的達成に必要な事業        ―ヽ



令れ4年度 収支予算帯
議案第 6号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

<収 入 >

<支 出 >

科    目 本年度予算額
(A)

前年度予算額
(B)

増 減 額
(A― B) 摘   要

1会   費 226,000 236,ooo △ 1∝ OQ0 2,000円 X l13人

2繰 越 金 334,939 263,515 71,424

3諸 収 入 61 485 △ 424

計 561;000 500,000 61,000

本年度予算額.(4)i 前年度予算額
(B)

増 減 額
(A― B) 摘   要

1事業推進費 513,000 467,000 4c,000

110,000 119,000 0 総会t役員会 経費 等

403,000 357,000 46,000 要望活動、研修会 経費 等~

2事 務 費 40i000 25,090 15,000 事務用品購入費 等

8,0001 8,000

計 561 000 500,000 61,000

-10-
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議案第 7号

決 議 専 芽

1 小田急多摩線の延仲は、広域交通ネットワークの充実に寮することはもとよ
り、首都圏南西部 における広域交流拠点の形成 のため極めて重要 ナょ役割を適 ぅ

ものであり、小田急線唐木田駅からJR横浜繰1相模原駅、JR相模線上構駅、
東には相模原市田名地区を経由じ、愛川や厚禾方面への延伸が朗待されている。
交通政策審議会答!申第 1う 8号 においては(本議員連盟の設立当初からの積
極中な活動が実を結び(唐木田駅から上溝雰までの延仲について、都心蔀との
アクセ不利便性の向上が認められt地域の成長に応じた鉄道ネットウークの充
実に資する意義のあるプロジェ!ク トに澤定されており、実現に向けた大きな二

歩を踏み出すことができたと認識している。          |
愛川 `厚木方面への延仲にっいて(上溝駅までの整備の進手′ノ手を踏まえ(検討
することが適当と;されていることから、:まずは上溝駅までの整備を着:実に実現
させることヂ嘉要である3            !    .
また、延神の意義と同時に収支採算性等の課題が示されたこどヵlら、新駅が
想定 される町固市小中田周辺及び相枝総合捕給廠■部返還地などあ沿線におい

て、需要の倉J出 に繋が
'る 開発を積極的に推進してぃく必要があ屹。 |    

・

延伸の実現に向け、町田市、相模原市が中心となり、関係者とともに検討の

深度化が進められていなことから、本議員連盟と■ても延仲の実現に尚げ、最
大限の支援を行うとともに、今後も引圭続き、関係機1関に積極的に:働きかける
など、会員の総意をもって下丸となり、より下層強力な活動を展開することを
決意するものである。

以上、決議する。

令和4年 5月 26日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

二
11-

-49エ



議案第7号 参考資料
(小田急電鉄、東京都、神奈川県)

`小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書幹

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を

賜り、心から感謝申し上げます。

小日急多摩線の延仲は、広域交通ネットアークの充実に資することはもとよ.

り、首都圏南酉部にゃける広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものであり、小田急線唐木田駅からJR横浜繰相模原駅、 JR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚本方面への延伸が期待されており

ます。       、    ′
交通政策審議会答申第 19e号においては、本議員連盟ら設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅までの延伸について、都心部との

アクセる不可便性の向上が認められヽ壮域の成長に応じた鉄道ネットウエクの充

実に資する意義のあるプロジェタトに選定されており、1実現に向けた大きな一

1歩を踏み出すことができたと認識しております。またヽ愛川 `厚木方面■の延

伸については、上溝駅までの整備の進
.‡

′ノキを踏まえ検討することが適当とされて

いることから(まずは上溝駅までの整備を着実に実現させ,る !こ とが重要であり

ますb    l―     |   |― :

1 獲伸の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するため、町田市、
・相模原市が中心とな妍、玉要望先】_をはじゅと立る:関係者の

■白ヒ様と=と もに検討の|

深度イヒが進わられておりますが、本議員連盟どしても、新駅が想定される町田

市小山田周辺及び相模1総合補給廠下部返還地などの延仲線沿線において、需要

つ唐l出に繋がる
.開発を犠達するな

:ど
、会員の総意をもうて下丸となり、より下

層強力・な取組を進めて参る所存でございますЬ

つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅(

そして愛川・厚本方H令め延伸の実現に向け(特段め御弔滝・御支援を賜りま′
主ようや甲い申し上げます。_    ヽ ■ ~テ   |

令和 4年  月  自

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

-12-
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議案第 7号 ―参考資料
(国土交通省 (本省))

小田急多摩線延伸の早期実現に甲する要宰青 韓

平素から、公共交通網の整備や地域のi発展に?吉 ましては、格丹J?御高配を
賜り、心から感謝申し上げます。      

｀

小田魯多摩線の延伸は、広域交通ネウトウークの充実に資することはもとよ  |
り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う
ものであり、ガⅢ田魯線唐木田駅かうJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川。厚木方面への延仲が期待されており
ます。  ~I
交通政策審議会答申第 198号 においては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅までの延伸について、都心部との   I
アクセス利便性9向上が認つられ、地域の成長に応じた鉄道ネツトワニクの充
実に資する意義のあるプ遺ジェクトに選定されており、実現に中けた本きな下

‐

1歩を踏み出すことができたと認識しております。また、愛川・厚木方面への延

伸にういては(上溝駅までの整備の達キ′ノ手を踏まえ検討することが適当とされて
いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要おあり
ます。  |      

―    |

延伸の意義と同時に示された収支採算性等9課題を解決するため、町由市、
本目槙風直が中うとなり_、関係者と:と もに検討の「深度化が進められてお「工ますが●二_二 i
本議員連盟としても、新駅が想定される町田市小山田周辺及び相模総合補給廠
す部返還地などの延仲線沿線において、需要の創出に繋がる開発を推進するな
ど、会員の総意をもちて=丸 となり、より■層強力な取組を進めて参る所存お

ゞざいます。 !:        一、 ‐  i ・
つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅、   ―
そして愛川・厚木方面への延伸の実現に`向け(都市鉄道等利便増進法の事業ス
キームにおける黒字転換年数の緩和や補助財月の確保などの支援を講じていた

'

だき十ますよう、ぉ願い.申 し上げます。、

令和 4年   月

小田急多摩線延伸τ促進す る議員道盟
~  
下
~二

会長 中村 昌治

=13-
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―議案第7号 参考資料
:(国土交通省 (関東運輸局))

小田急多摩線延仲め早期実現に関する要翠言 韓

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきまして!は、格別の御高配を

賜り、心から感謝申し上げます。

小田急多摩線の延伸は、広域交通ネット!ワ ークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

しものでありヽ ガヽ田急線唐本田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
更には相懐:原市田名地区を経由し、愛川・厚本方面への延伸が期待されており

ます。            i
交通政策審議会答申第 1つ 8号 においては、本議員連盟の設立当初からの積

極的な活重力が案を結び、唐木田駅から上溝駅までの延件について、都心部との

アクセス不lJ便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットウエクの充

実に資する意義のあるプロジェクートに選定されてお―り、実現に向けた大きな一

歩をヽ踏み出すことができたと認識しております。またく愛川・厚木方面への延

仲につぃては、上溝駅までの整備の進‡′/牛を踏まえ検討することが適当とされて

いる|と力,らヽまずは■溝駅事での整備を着実に実現させることが重要であり
ます。     l    i
延伸の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するため、町田市、

相懐原市:が jttFと となり!、二:郵慕運輸局を_Ⅲじゃ1と「する1甲係者の皆誉と■ヽに―検討
!め深度化が進められておりますか、本議員連盟としても、新駅が想定される町

H市小山田周辺友び相模総合稔給廠下部輝淳坤などの廷伸保沿線において、需
要の創出に,繋がる開発を推進するなど、会員の総意をもって■丸となり、より
二
層強々な取組を洋めて今ゃ戸

~斤

有でございます。

|つ きまして ti、地域住民の切案なる願いを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅、

そして愛
'il・

惇米方面丈あ起イ申の実筑I苗患t蔀幸鋏道等れ質増進芸ら掌:業技

キ14←■
'4暑=r馨
■峯,讐れ,市】力を赤?荘休な●1烹妄青

‐
叢|モぃた

だきますようお願い申し上げますと !        ,

令和 4年 1 月  日

本田急多摩線廷伸を提進する・譲 逮盟=

!      会長 中村  昌治

-14二
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

研修口研究L会議費 頁小計 28′ οpD円 備考

糊
副
再
ハ
学
軒
繭
Ｖ
サ
ｕ
０
０
当
ｕ
鮮
乾
Ы
Ｏ
叫
叫
ｏ

MHZIHO  沸す区ATMコ ナ に 利 用 明 細 票

るFD>

と利用ありがとうこさいます。
内容をと確認のうえ、必すお持ち帰りください。

みす区銀行

特 ま

カ力
゛
クケンキユウカイ 様

発                  :||゛

9366 00生 4166539

領  収  与証 NO.ユ 500
監酔‰貪管P月佑 オ公鞣9ろ″ 殿

金 額
ツ
ナ
た
ユ ♂

但しン考「ィ今ぅ帝癸曇ィ〕ャンゲケ″フィ貨寸ri乏・
ヶ… )(子(7分って2久弦(ィて

上記金額正に領収いたしました
2θ 12年  g月 23日

T102-Oo93
TEL03(3234)

2‐ 3-10
イオンズ平河町

郷沖也域 究 会

娠込 甲
先の口畷 号

   普
お取引日

*

謬 ド稿諄角燿耀‰283 6ol
****************粥
お取引後残高

ぎ鶴 込|

f後5J輝雫引fも覆翻06≧塗き邊き112'
"I田

-53-
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町田市議会公明党 松葉 ひろみ 様

下記の通り御請求申し上げます。

請求金額 ¥28口00ar

支払期限 :できるだけ早くお送りください。

遅くなる場合は、お知らせ下さいませ。

振 込 先

請  求 豊

No.25

2022年 8月 23 日

株式会社

東京都千代田

ライオンズマンシゴ

TEL(03)3234‐ 1231 〒

普通  1159880      1
普通  5829767

普通  7411658    i
00110=8‐ 81660__      : __=1__

お振込下さい。)

みずほ銀行  麹町支店
三菱 UFJ銀行 神田支店
三井住友銀行

'麹
町支店

口座名 :爛地域科学研究会

(振込手数料は各自ご負担の上、

内 訳 数 量 単 価 金 額 摘 要

2022/7/5セ ミナー・メディア参加費 1 28,000 ¥28,000 (消費税込)

「始動期のヤングケアラニ対策

一実態把握と支援政策」

以下、余自

△
ロ 計 ¥28,000■ j

-54‐



No。25

2022有手8月 23日

納 ―品  書

町田市議会公明党 松葉 ひろみ __様

上記の通り紳品致しますど

株式会社

東京都千代田

ライオンズマンシヨン
‐
TコL(03)3234‐ 1231

代表取締役  緑 ,II

号

内 訳 数 量 単 価 金 額 摘 要

2022/7/5セ ミナー・メディア参加費 1 28,900 ¥28,000 (消費税込)

「始動期のヤングケアラi対策  '手

|_実態把握と支援政策」

以下、余白

ヽ

辞十_各 |¥28丁 000i■

-55-



した
荘政府¢取組みこ ゼ自社会を目

と

ん多機関・多職種&庁内連携による支援機能の
ょ     強化策と推進実務～

「介護する子どもJへの

始動1期 ;めヤ

P,42寧7F 5日 的k)11:む dti6:5o

鸞 蘇    な

柴 垣  維 乃 氏/名張市地域包括支援セン

玉本 :達也氏/毎樹新聞在会部記者

氏/内閣官善孤基・孤立対策担当室鰭
令」摩長

氏/江珂 !I区福祉部生活援護第二課      ! |

石田
i光
規 氏/

講北波
時森澤 一代

・

孝

昌
p≧
≧
もり施策係係長

田 中 悠 美 子 氏 /立教大学コミュニティ福祉学部福祉学科助教

内尾 彰宏 氏/厚生労働管子ど

芳賀  栄 彦 氏/山梨県子育て支援局子ども福祉課主査

片 山  睦彦 氏/藤沢市福祉部地域共生社会雄進室主幹

講
師
陣

深刻化する「孤独.孤立J―■実翻阻握と自治体の支援体制●施策
～政府の取組み

E全国調査/孤立ゼロ社会を目指した多機関連携の仕組みと運用～
令塔、連携型伴走支援と実効性ある対策づくり □[東京B江戸,H区]誰も孤立させない地域社会形成によるひきこもり

新型コロナ禍で「孤立に苦しむ市 の支援Or

国| 的iと

講 義  内  容 (開催要領・申

10,(,(〕

?

11:10

早稲田大学文学学術院文化構想学部教授
内閣官房「こI氏独・孤立の実態把爆に関する研究会」座長

石田 光規氏
4.なすべ茸こと

':平

け

^れ

国の整備と情報提よ

5。 なすべきこと4:居場所とアウトリーチの試み        <質 疑応答>

1・

瑠翌黎蘊鯉 錘鰹羅象
1。 日本社会におけるコK独・孤立

2.なすべきこと1:孤立の実態把手屋
3.なすべきこと2襲勢鈎齢」の構築

11:20

ぞ

12:30

内閣官房孤独 :孤立対策担当室次長
―北波 孝氏

?孤独・孤立対策

'こ

蘭する政府の取イ逼みと実態把握全菌調査結某
i

l政府の取組みの契機と経緯

2.政策手法と重点計画 ―

3_実態把握の調査結果

4.今後め展開  
｀        | ' <質疑応答>

13:20

ぞ

1ノl:25

江戸川区福祉部生活援護第一課ひきこもり施策係係長

森澤 昌代氏

3.令和4年度の施策について

(1)当事者向けの施策  (2)誰も孤立させない地奴社会を i

3.〔東京・芝芦川区〕江戸川区のひきこもり支援士色策について‐        ～だれも孤立させない地域社会を～
1.令和元年度の実態調査について
(1)調査方法・調査結果 (2)調査結果から見えてきたもの
2.令和B年度の実態調査について
(1)調査方法:調査結果 (21調査結果から見えてきたもの

<貿疑応答>

1′l:35

ぞ
1.と也域共生社会実現に向けた名張市のしくみ
ヘイ主民主体のまちづくりとまちの保健室～    |
2.総合的、継続的、重層的な相談支援 ,こ向けた取組み

～名張版ネウボラ(名張市地域福祉教育総合支援ネゾトヮ=ク～

牛等亭
。■張市〕

::1張中中浮早拝琵聾旨準売民

<買疑応答>

i31社会的処方の実践に向けた試み

!｀かかりつけ藤や専門医との連撫 リンクワーカー研修
～

15:50

を

17:00

5.深刻化する「孤J虫。孤立」―その対策の実効性

1.都庁に届かぬ町f列の声」

2.拡大自殺が生まれる背景

3.10万円給付から見えた解決の道 <買疑応答>

毎日新聞社会部記者
玉木 達也氏

ノ｀地域科学研究会 研修会のご案内  〈まちづくり行政シリーズ450、 152) 墨■■■■

2022年 6月 30日 (本,10:00～ 17:00剛堂会館・会議室

ノ

`稲

既冨撃研究会
東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 2-3-10ラ イ オ ン ズ マ ン シ ョ ン 101
TEL 03(3234)1231  FAX 03(3234)4993 〒 102-0093
URL : http://cloud.chiikakagaku― k_c。 _jp/   E―mail machi u― k.co.@chiikika



時 内

1.ヤングケァラーの実態にみる自治体・地域に期待される支援施策         立教大学コミュニティ福祉学部福祉学科助教
幾歯・多職蓮が協働できる体制づくィ        

甲中 悠美子氏
1.ヤングケアラーの実態と生活課題     ｀      3.多 1 ).

<質疑応答>
2.家族全体を支えることの必要性 4.ヤングケアラィを自治体・地域で支えるために求められること

1(,:00

!

11:20

11:30

13:00

ヤングケアラニ支援のこれまでの敦組み「(厚労省・文科省合尚PT)3.ヤン少ケタう■支援の手算

①教育や福祉の現場における調査結果から ②子どもがケアを担う背景と課題  3‐ 藤沢市における包括的支援の取組み・

③当事者の声に基づく支援エーズ ①地域共生社会をめざす地域包括ケア

4.今後の取組みの方向性

3

こ) 文京学院大学助手等 ン

ソ 2022年2月
げ、

ゆみ プロ氏 イフ(た燿美子 な か[田中 アレ] 門は社会福祉学。専 社会事業大学非常勤講師、 を経て2018年 りよ グヤ現職。
フア シ―や ヤ ト ヽ

′ネ ワト クケ ルサボ 認知症 ア等のケ に取研究 組むほか、り 本ケ一般社団法人日 フア 務め一連距理事を る。 た、ま
に一般社 フ ワ ク を立ス 上ちケア フ のケア 支援に取 組んり し るで

〔神剰 II・ 子どもたち～ヤングケアラーヘの理解と支援～アケ を担

ン実態調査〔山梨県〕 ヤ グ フケ ア 工支援の取組み

2.子ども本人を対象とした実態調査 (小中高大生への調査)
<質疑応答>

厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課虐待防止対策推進室室長補佐
内尾 彰宏氏

藤沢市福祉部地域共生社会推進室主幹

<質疑応答>

2.国におけるヤングヶァラー支援の現況

山梨県子育て支援局子ども福祉課主査

芳賀 栄彦氏1.ヤングケTラー支援がィドラィンについて
2“ 山梨県の主な取り組みについて～令和 3年度、令和 4年度予定～

31成果と課題            ・       .

1:様 な々状況下にあるヤングケアラー 片山 睦彦氏

2.把握から支援まで     1
①支援の第一歩は「気づき」から ②多機関・多職種連携による支援
③棄援において留意すべき事項

②庁内連携による専門部会・分科会の設置

③地域を基盤とした相談支援機能の:釘ヒ

11:00

1

15:20

15:30

を

16:50

:■会  場 :剛堂会館・ 会 議室 l東京都千代田区紀尾井町3-2⊃ 條内図は申込婆送付)

T参
加費(1筈斜策,瀧靴躍紹綿 朧留紹晋露ど繹

及び講書をお送り
1し
まi
口支払方法 :請求後の振込 H郵便振誉・当日払い
みずほ銀行麹町支店   普通1159880
三丼住友f艮行麹町支店、 普通7411653
三菱UF」銀行神田支店   普通5329767
1  郵匡振替:00110-牛 S166o 日座名:伸地域科学研究会

■申込方法 :下記の申込書に所要事項を記入の上送付下さしヽ
lFAX・ 郵送 ,メール等)。

請求書等書類が不要の方は開催日までに上記口座へ振込をお願いします,
書類が必要な方には受講証と共に郵送しますので到斉後にお支払いをお願

ぃします。領収書が必要な方には当白受付でお渡し致します(日付、但書等
の留意点があれば明記下さい).

1名参加 3回〕メディア参加1/30) メディア参加(7/5)

行政 `議員 25,000円 26,000円 28,000F弓

一 般 35,OoO円 86,000円 38,000円

ぎ尋奪II廷え會會争!こ
ご都合が悪

(―
欠備され
,場
合には代
干
の方の参加また生

メディア参加と

結 μ ttt蘊怪織 胡 均潤態 lて> ―
手洗いやマスク着用尊にご協力下さい。

お申し込み 。お問合せ

【参加要倒

2022年 7月 S日 (火)10:00～16:50 剛堂会館・会議室

】
あすの価と村を考える      東京都千代田区平河町2-3-10ラ イオンズマンション101

地域科学研究会 I岳[:二綻斜堵乱d.群 i協艦g鍬ユI、lF紆
-0032

込書 (2022年   月 日)】 希望欄にレ印を入れて下さし

FAX E=五ail

参加者氏名

所属部課役職名

※ご記入いた下いた個人情報は当会ゅ活動 (セミナー ●出版等の 連絡f請求 案内等〉のみに使用させていただきます。

TEL 連絡担当者

参加者氏名 所属部課役職名 所属部課役職名

参加者氏名

( )郵便振替( )当 日払い( )〕

■ 「深刻化する F孤独 `孤立」 と 治体の自 支援体制 施策」

必要書類 〔納品書( )請求書( )見積書 ( )領収書( )〕

□当日参加

□当日参加

ロメディア参加

ロメディア参加
団体 ,所属               .
(請求書等宛先名) 住所〒

署をF〔銀行拝姿

■ 「始動期のヤングケアラー対策一実態把握と支援政策」



領 
′
収 書 等 、́貼 付 用  紙

研修け研葬日会議費 買小計 備考夕Э,0どぅす|

常湧帝′を宏伏雪買貨 オ

領

上記金額正虐領収いたしました :

| ェplュ 年ヵ!月

'/日

No. 五懇五2

i 済考〒彿ワ娑ゝ て

一収

殿

証

ヽ

I

|

|

!

|

|

|

〒102■0093
:TEn3 o23つ

鐵地
j域

2‐ 3-
ジイオン

金 額 ″多 ♂ ′ ♂
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町田市議会公明 松葉 ひろみ 様

下記の通り御請求申し上げます。

請求金額 ¥23,00a“

No.2

2022年 9月 28 日

株式会社

東京都千代田

ライオンズマ

TEL(03)

代表取締役  緑 ナ|1 冨 美 雄

普通  1159880

建争挺重  5829767

普通i7411658

00110-8-81660

支払期限 :できるだけ早く ください。

遅くなる場合は、お知らせ下さい。

振 込 先 みずほ銀行  麹町支店
三菱UFJ銀行 神田支店
三井住友銀行 麹町支店
郵便振替

口座名 :l榊地域科学研究会_

(振込手数料は各自ご負担の上、お振込下さい。)

内 訳 数 量 単 価 金 額 摘 要

2922/9/26セ ミナーメディア参加費 1 23,000 ¥23,000 (消費税込)

「こども家庭庁と自治体こども計画」

以下、余白

〈
ロ 計 ¥23,000H―

-59-



No.2

2022年 9月 28日

納  品  書

町 市議会公 松葉 ひろみ 様

上記の通り納品致します。

株式会社

東京都千代田区

ライオンズマン

TEL(03)

代表取締役  緑 )H 冨 美 雄

内 訳 数 量 単 価 金 額 摘 要

2922/9/2oセ ミナーメディア参加費 1 23,000 ¥23,000 (消費税込)

「こども家庭庁と自治体こども計画」

以下、余白

▲
ロ 計 ¥23▼ 000日~
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研修会のご案内 (ま ちづくり行取シリーズ・ 1‐52)

こども家庭庁と自治体こども計画
■こども基本法を基盤とした自治体のこども政策 D関連政策の策定・推進
国官民連携・協働による切れ目ない子育て支援の■―ズ把握1事業計画
■教育行政データベ■スの利活用とエピデンスに基づく政策形成の推進

2022年 9月 26日 (月 )10130～ 16:40 ・会議室僚京'報田D

【謝雨陣】 末富

田中

臭山

芳

隆一

千鶴子

氏/日本大学文理学部教育学科教授
内閣府「子供の貧困対策に関する有識者会議」構成員

氏/東京大学社会科学研究所教授

氏/認定N闘法人び■のび―の理事長
NPO法人子育てひろぼ全国連絡協議会理事長

≪新型コロナウイルス感染症に伴うセミナ
感染予防対策として会場の座席は間隔を十分
安全Ⅲ安心を徹底しますので、マスクの着用

一開催への対応について》

■会 場 :岡J堂会館・会議室
東京都千代田区紀尾井町3-27
(案内図は申込後送付)

■参加費 (1名分)

にあけますと開始前に机・椅子を消毒する、換気する、アルヨールで手指消毒をする等で
をお願いします。        .

■支払方法 :請求後の振込・郵便振替「当日払い
みずほ銀行麹町支店   普通H i9880
三井住友銀行麹町支店  普通7411658
三菱UFT銀行神田支店   普通5829767
郵便振替:00110-8-81669 日座名 :蜘地域科学研究会
■申込方法 :下記の申込書に所妻事項を記入の上送付下さい

(F岨・メール等)    |
請求書等書類が不要の方は開催日までに上記口座へ振込をお願しヽします

(受講証/会場地図はメール送信)と 言類が必要な方には受講証と共に至【送し
ますので到着後にお支払いをお願いします。領収書が必要な方には当日
受付でお渡し致します(日付、但吾等の留意点があれば明記下さtⅢ )。

当日参加 メディア参加

行政・議員 23,000H 23,000H

一 般 33,OoO円 38,000円

Ⅷ  解鞄輩朋
【申込書】 FAX:03-3234-4993 Emait machiOchiik lkagaku― k.cO.Jp 2022年  月 日

お申し込み・お問い合わせ 勇 悪 募 砕 研究会弔研融隷 、評
話篤蒜詭
シヨン■可町101

■研修会  『こども家庭庁と自治体こども計画』   □当日参加 ロメディア参加

勤務先

所在地〒 TEL

参加者氏名 所属部課役職名 FAX

S、とil

(通信欄)oを付けて下さい
支払方法(請求後の振込・郵便振替・当日払い)

必要書類 (納品書・請求書・見積書・領収書)

請求書等宛先名 :

※ご″己央いただいた個人情報は、i当会の活動 (セミナー・出版等の中込受付子連絡、請求、案内等)のみに使用させていただきま女 ―
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「こども家 と ども 月26日

時

10:30

12:30

?

こども基本法|=Fも壕鷹洋設置基と自お体あよ策対応           1   .
, ,「                 |=

日本大学文理学部教育学科教授
内閣府「子供の貧困対策に関する有識者会議」構成員

1.こども基本法のポィントと論点                        末冨 芳・氏
2.こ ども家庭汗設置法のポイントと論点           ! |    ゴ

3.こ ど1基本法を基盤とし,こ ども家庭庁を司令塔としたこども政策・関連政策の概要  
― 「

4.自治体の政策対応1-こ ども自身の最善の利益。意見表明 i意見の尊重
5.自治体の政策対応2-こ どもを守るデータ連携、そしてこどもに「必ず寄り添う」支援ヘ
6.自治体の政策対応3-自 治体こども計画をどうするか?

≪質疑応答≫

【末冨芳(すえとみかおり)氏プロフィール】京都大学大半院孝女育学研究科修 r。 福岡教育大学鋤務を経て、2010
年より日本大学文理学部准教授、2016年より現織占専門は教育財政学、教育行政学。現職の他、内F/洞府「子供の
貧困対策に関する有識者会議」構成員、文部科学省「高校生等への修学文壕に関する協力者会議」委員等を務めるど

13:30

15:00

P

1.行政ディタとは
2.行政データのメリットとデメリット   :
3.:教育各政データベ■女 |
4.教育行政データを利活用してわかつてきたこと

【田中隆―(たなかりゅういち)氏プロラィール】1996年東京大学経済学部卒業。同大学大学院経済学研究科
修■課程修T。 予ユ‐コーク大学大学院博十課程修了(Ph_D.in Economics)。 大阪大学大学院経済学研究科00Ё
特別研究員、大ll反大学社会経済研究所ユ謙師、東京工業大学大学院情報理工学研究科准教授、政策研究大学院大
学准教授、:東京大学社会科学研究所准教授

.を

経て、2017年4月 より現職u専門′よ労働経済学・教育経済学。 ・

《質凝応答≫

東京大学社会科学研究所教授

田中 隆∵ 氏
2.子どもに関する行政デニタの整備と利活用
荘エビデンスに基づく政策形成の推進～

15:10

16:40

2.子育て家庭の現状と課題
3:妊娠期からの切れ自ない支援の体制整備の必要性           「

4.こども家庭庁設置・改正児草福祉法をI沓まえた第3期市田丁村ニーズ調査と事業計画

|.なぜ官民連携・協働が必要なのか '   I
≪覧疑応答≫

【奥山 千鶴子(おくやまちづこ)氏プロフィール】平成1?午 4煽 :こ、地域の親たちと商店街空き店鮪を活用じて
子育て家庭の交流の場「おやこの広場びTのび

=の
」をスタエト。平成18年3月、港耳ヒ区地域子育て支援拠点「ど

ろっぷ」を横浜市がら受託。現在、「おやこの広場びとのび∵の」(「港Jと区手育て支援拠点どろっポj含あ3カ Pり〒

蜜選寒塩苺≧甚撞毘錐是嘉売ぞ〒耳
し
下
VI々ど

=た
審`騨
?牛
内`閣
写
子ども・
言
育下
会
講
委員、厚牛労p省事市

3 子ヽ育て支援の好娠騨か 体制整備―官民連携 B協働

1… 自己紹介・活動紹介

認定NPO法人び一のびTの理事長
NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長
_          奥山 千鶴子 氏
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F字19子

2022年 10月 13日

田市議会議員公明党 ひろみ

★5れ 6o円
■、.■0羽4雰目二「自辮 非ン多

〒102‐ 0073 東京都千代田区九段北4‐ 3‐8市ケ谷UNビル4階

特定非営利活動法人 自殺対策支援セ|ンタ■ィラィフリンク



令和 4年 9月吉目

東京都町田市議会 ,公明党if

松葉 ひろみ 様

地方議員向け「自殺対策オンライン研修会」のご案鳴

地域の自殺対策の推進に向けた、皆様の日頃からの取り組みに敬意を表します。

コロナ禍の長期化や様々な社会情勢の変化等により、地域住民の生活は厳しさを増しています。2020

年にはそれまで減少傾向にあった年間の自殺者数が、H年ぶりに増加へと転じるなど、地域住民のいの

ちと暮らしは深刻な危機的状況にあるといえます。今秋には、政府における対策の指針を示した自殺総合

対策大綱が改定される予定ですが、多くの地方自治体では、この方針を踏まえるとともに、地域の実情を

勘案しながら地域自殺対策計画の見直しを進めるものと考えられますも各自冷体において見直しされる

計画が、今後も地域住民のいのち|と暮らしを守るうえで有効なのか、行政の監視役として地方議員の皆さ

んの果たす役割がますます重要なものとなうています。i    l  ■.  (  :

そこでNPO法人自殺対策支援センタ∵ ライフリンクでは、地方議員の皆さんに、地域における自殺対

策を今後も適切に監視いただくととtもに、その牽引役として活躍いただきたいと考え、最新の自殺対策に

関する情報の共有なちびに交流のための機会を設けたいと考え〔別紙のとおり、地方議員の皆さんを対象

とした「自殺対策オンライン研修会」を開催することといたしました。
「
|    !   ■

・ 「2017年 12月 7日定例会「LINEを使ったいじめ相談」」等と議会で発言されるなど〔自殺対策に真摯

に取り組まれている松葉 ・ひろみ議員に於かれましては ぜヾひ当該研修会にご参加いただきたくてご案内

申し上げます。

記  ! ――i一

時日 令和4月 10月 12日 (水)1静 00～ 1710は (4時間)!   ‐ i

本案内状 3枚日以降に、同日の次第を添付しておりますので、ご参照ください。

※ 当日はチャツトを通じた質疑応答の時間を設けます。ただし時間の関係上、いただ

iいたすべてのご軍間にお答えできない場合もありますもあらかじめご了承ください苫

NpO法人自殺対策支援セン:ター ライフ

'ン

ク代表 清水康之ほか       :

※ 本案内状の末尾に当会の説日月を記載しましたのでtよるしければご参照ください。

Zoomのウェビナーを利用したオンライン開催となります。

290名 (申込み先着順。複数名参加の場合は各々お申込みください)  |
5, OiO Of円 :・               : i          ■                 t

9月 30自 (金)|までに参加申込みのお手続きを|お願いします。 t

三菱ヒア団銀行(0005)渋谷支虐435)普通「・3561088■梃クヒ)ジサ朔 サクシエ凌 !__

ンターライフリンク

※ 振込の際には、参加番号(2174)を頭に付与いただいた上で、参加される議員の方のお

名前をご記載いただくよう、お願いいたします。(例 :0001ライフ太郎)

参加費のお振込みが確認できた方より順次、事前に登録していただいたメールアドレ
ー64-

講演内容

講  師

開催方法

募集人数

参加費用

申込締切

振込口座

当日の URL等



お申込み

ス宛にヽ当日参加用のURLを記載した「招待状」をお送りします。

※ 資料は研修会の前日まで (10/11まで)に、事前に登録いただいたメ▼ルアドレス

宛に、ファイル添付の形でお送りします。                 !
以下の申込みフォ■ムにて必要事項をご記入の上、お申込みくださいも

申込み URL→ http意 ://form思 .gie/vnykB9TeGF4Gig7X8

NPO法人自:殺対策支援センターライフリンク 地方議員の会事務局 勝木 |

メエル :info201ifelink.or.jp             !

電話::03.T3261-4!934  FAX:03-3261∵ 4930    ´

連 絡 先

N=蝶 入自殺対策支蒻離 |ンタィラォフ'1ブ「,シ歩:●
=は

誰も自殺に追い込まれることのない「生き心地の良い社会Jの実現をめざして、「つながり」をキーワ

ードに、自殺対策 (生きる支援)を社会全体で推し進めるためのさまざまな事業や活動を行ちています。

ライフリンクを設立した2004年当時て全国の自殺者数は年間3万人を超えていま:した。そうした危機

的な状況に一石を投じようと、自殺対策基本法の制定を求めて年F日写の自殺者と同規模の「3万人署名」運

動を展開し、10万人以上の署名を集め干「2906年 6月の法成立に尽力しました。      |
'自殺の実態調査にも取り組み.ま した。自i殺で亡くなうた 500人とそのご遺族 500人のあわせて 1,000

人と対象とした大規模な聴き取り調査て'すどf結某〔自殺で亡くなった人は平均 4つの要因を抱え込み、

「もう生きられない」「死ぬしかない」というた状況に追い込まれた末に亡くなっていることが明らかと

なりました。以来、ライフリンクの調査の結果が、政府や自治体などの自殺対策における極めて重要なエ

ゼデンスとなつていま
~す
す
~

東京都足立区や岩手県など10の自治体と連携協定を締結し、自殺対策の地域モデル作りや相談事業に

おける実務的な連携も行うています5長野県では日本財国とともに県認定事業として子どもたちの自殺

対策に取り組んでいます。      ●. I

2017年 10月 に発覚した座間 9人殺害事件を契機に、2018年 よ月からは生きづらさに苦しむ子どもや

若者に向けたSNS相談 F生きづらびうと」を始めました。社会的に誰も行っていなかつた自殺防止の SNS

相談を、全国の民間団体ゃ専F日家、行政などと導携しなが「ら進めています。    ,

代表 清水康之       :―     i                   :

1972年東京生まれ。97年 NHK入局。NHKで報道ディレクタィとして自死遺児を取材した番組制作がきっ

かけとなり2004年にNHKを退職し同年 10月 にライフリンクを設立。超党派「自殺対策を推進する議員

の会」アレ イヾザ
=、 厚生労働大臣指定法た

上一般社団法人いのち支える増殺対策推進センター代表理事 ―上_
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、地方議員向け「自殺対策オンライン研修会」次第

令和 4年 10月 12日 (水 )

13:00～ 17:00

13:00～ 13:40 講演 1 挨拶・自殺対策の現状
NPO法人自殺対策支援センター ライフリンク代表 清水康之

13:40～イ4:20  講演 2 自殺総合対策大綱改定のポイント
NPO法人自殺対策支援センター'ライフリンク代表 清水康之

14:20～ 14:30 ・…i体 憩……,

14:30～ 15:00 講演 3 地域自殺対策の先進的取組事例の紹介(江戸川区ほか)
NPO法人自殺対策支援センター ライフリンク Jヽ牧奈津子

15:00～ 15:30 講演 4 長野県子どもの自殺危機対応チ
=ム
取組み紹介

NPO法人自殺対策支援センター ライフリンク 下野精太

15:30～ 15:50 講演 5 ライフリンクSNS相談「連携自治体」紹介
NPO法人自殺対策支援センター ライフリンク 堀辺美子

1.5:50～11:90  ,∴ ∵休 憩中i● 1

¬6:00～ 16:20 講演 6 地方議会で効果的な質問を行うためには  |
NPO法人自殺対策支援センタィ ライフリンク代表 清水康之

___16120年 16i45  買_疑 _応 答

閉 会
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